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テッポウムシ（カミキリムシの幼虫）が

幹に穴をあけることがある。幹下に木屑

を見つけ次第駆除する。 

強剪定は避け、落葉期に枝抜き剪定にて

混み入った枝を整理し、樹形を整える程

度がよい。 

横枝を広げる樹形になるので、広いス

ペースが必要。一番の観賞ポイントは葉

の色。周囲の植木や外壁の色などと配色

も考えると効果的な配植になる。水はけ

よい肥沃土壌に高植がよい。 
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好みの環境 

日当り 陽 ○ ○ 陰 

土 壌 乾 ○ ○ 湿 

寒 さ 強 ○ 弱 

暑 さ 強 ○ 弱 

潮 風 強 ○ 弱 

紅葉は、新葉時と夏の終わりころ新たに展開す

る葉で楽しめる。秋には再び紅色が増してくる。 

Memo 

新葉時、鮮やかなワインレッド色の葉を展開す

る。ハート形をしているのでとても印象的な樹。

葉の展開前にピンクの蝶形花をつけるのはハナ

ズオウと共通するが、低木の株立ではなく１本

の主幹を立ち上げ、枝を水平に伸ばす。アメリ

カ原産で台木に接ぎ木して生産される。 
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